私の安房高校勤務時代の新聞部のメンバーが仲間内で出している小冊子「旅人」の編集担当者が佐倉市内で喫茶店をやっています。店に置いてくれないかと「戦争体験・・・」を送ったところ、本のことを小冊子に載せてくれました。その折の彼のコメントに興味深いことが記されていたので、紹介します。
 ―――――――――――
「私の母は、戦時中は館山の警察署の建物（…当時も警察だったのかどうかわかりませんが…）に居て、東京を空襲するＢ29が必ず館山上空を飛んで行くので、頭上 を通過すると、東京に連絡する役目だったそうです。

東京では、その連絡を受けて空襲警報が出されていたのだと思います。

そして、Ｂ29は帰りも館山上空を通過していくのですが、東京に全部落としたはずの爆弾が残っていると、それを館山に落としていくことがたまにあったと言ってました。」

 ――――――――――――

（下記は「旅人」からの抜粋）

「今まで、薄井先生と私たちは、先生と生徒の関係ではあるけれど、年齢的にはそんなに離れていないので、ほぼ同じ世代だと思っていました。　でも今回、薄井先生の「私たちの戦争体験」を拝見して、戦争というものを軸に考えると、幼かったとはいうものの先生の年代は戦争を経験した世代で、戦後に生まれた私たちとは背負っているものが違うように感じました。　もちろん先生世代の親たちも、私たちの親たちも、否応なしに戦争の中で生きていたわけですから、私たちもその親の残した言葉を伝えていかなければ…と思います。
 ただ、私が父親から戦争の話を聞いたのは小学生の頃で、今思えば、父も子供にあまり悲惨な話をしたくなかったのだと思いますが、笑い話のような話をしてくれたのを覚えています。　
たとえば、戦争のテレビドラマで、意地悪な軍曹が部下をいじめるシーンでは、「戦地ではこんなの無かったなぁ。部下が聞こえよがしに『弾は前からしか飛んでこないと思ったら大間違いだよな』なんて言うから、結構気を使って部下にアンパン配ったりしてたぞ」と言ってました(笑)　　普通ではあり得ない経験としては、父は一等兵で南方へ出征したのですが、ある日、上官に呼ばれて行くと、その日から突然『少尉』になりました。　どうしてそんなことになったかというと、現在の館山の海上自衛隊基地は、戦時中は海軍の基地でしたが、たまたま海軍のお偉いさんと、父の父、私の祖父が会食をしていて、こんな会話になったそうです。　「あなたの長男は、今どこに？」「南方へ行ってます」「軍医で行ってるのですね？」「いや、一兵卒で行ってます」「それはもったいない、今、戦地では医者が足りなくて困っている、すぐに軍医にしましょう」ということだったそうです。　で、当時、軍医は将校の扱いですから、将校の中では一番下の少尉になってしまいました。　なので、それからは日々の訓練をしなくてもよくなったので、それは楽だったと。　そして、もう一つの特権は、部隊の駐屯地からの外出が、将校は自由だったこと。　父は、立場上は上官になったとはいうものの、それまでの仲間は仲間ですから、自由時間は一緒に遊んでいたのですが、普通の兵隊さんはなかなか外出許可が出ませんけど、将校が一緒ならフリーパスなので、仲間が「町に行って酒でも飲みたいな」と言えば、父が先頭を歩いて門番に「ご苦労」と言えば、その後ろに何人並んでいても、全員外出できたのです(笑)　　そんな、なんとなくのどかな日々もあったようですけど、一つだけ、父が浮かない顔で話してくれたのは、終戦になって、船で日本に帰る途中、医者として病気や負傷した仲間をなんとか助けたいと思っても、もう薬も点滴液も無く、薬さえあれば助かるはずの目の前の仲間に、ただひたすら、「もうすぐ日本に着くぞ。そうすれば病院で治療を受けて元気になるから、あと少しだから頑張れ」と、声をかけることしかできなくて、そして、数人が亡くなり、最後、あと一日で日本に着くという時に、目の前で息を引き取っていく仲間もいて、それをただ見ていることしかできなかった自分が情けなかった、と。　考えてみると、父は学校を卒業して医者の資格を得ていたとはいうものの、医者としての人生は、目の前の患者を助けられなかったという、その事実から始まったことになりますので、おそらくそれが、亡くなる5日前まで現役で医者を続ける力になっていたような気がします。」


















